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画像ステレオ補正（概要）

pixRectify
⼀台のカメラを⼿で持ち、左右にずれながら2枚の写真を撮影しても、ステレオ・カメラで撮るような厳密なステレオ写真には
なりません。⼿振れがあり、レンズの光軸を平⾏に保つことができないからです。
2枚の写真を並べてみると、⼀⾒、左右で平⾏に並んでいるように⾒えますが、拡⼤してみると縦視差（垂直⽅向のずれ）があ
り、厳密なステレオ写真の条件を満たしていません。この状態では正常に⽴体視できず、3D表⽰に適していません。
 
pixRectifyは、厳密なステレオ写真となるようにこのようなブレを⾃動的に補正します。

操作
画像の読み込み
メニューの『ファイル』から、『ステレオ画像の読み込み』を選び、撮影した左画像、ついで、右画像を選択します。画像が読
み込まれ、全体が表⽰されます。
 
ステレオ修正
『ステレオ修正』から、『ステレオ修正画像を⽣成』を選択します。はじめに左右の画像上に対応点の探索が⾏われます。ステ
レオ修正が完了すると、画⾯の右側にはブレを修正し、厳密なステレオ補正が施された右画像が表⽰されます。
 
ステレオ補正の確認
ステレオ補正が終了した後、メニューの『表⽰』から、『オリジナルの画像』、『修正された画像』を選ぶと、右側の表⽰が、
ステレオ補正の前と後の画像に切り替わります。『⽔平線』を選ぶと、左右の画像の上に⽔平の線が引かれ、ステレオ補正が⾏
われたことを確認できます。
 
画像ファイルのセーブ
『ファイル』から、『補正された右画像をセーブ』を選ぶと、ステレオ補正された右画像をファイルに出⼒します。
 
また、『ファイル』から、『アナグリフ画像をセーブ』を選ぶと、ステレオ補正された左右の画像から⽣成したアナグリフ画像
がセーブされます。

pixRectifyについて
pixRectifyは、Windows 7 x64、Windows 8 x64、Windows 10 x64で動作確認しています。
 
pixRectifyは、画像の読み込みにImageMagickのライブラリ Magick++を使⽤しています。200種類以上のフォー マットに対
応しています。
 
pixRectifyは、Windowsで動作するフリー・ソフトウェアです。本ソフトウェアは無償で配布していますが、著作権はPixel
Topography Groupに属しています。ソフトウェア本体やドキュメント類を無断で使⽤、転載、掲載することはご遠慮くださ
い。
 
本ソフトウェアを使⽤したことによって⽣じたいかなる損害についても作者は責任を負わないものとします。

開発者︓ Pixel Topography Group
連絡先︓pixtopo@gmail.com
開発ブログ︓pixTOPO開発ノート

本ソフトウェアの開発に当たり、下記のソフトウェア、ライブラリー使⽤しています︓

Magick++ 6.9 - ImageMagick（画像処理ソフト）のAPIライブラリー[ImageMagick Studio LLC]

http://pixtopo.zashiki.com/
mailto:pixtopo@gmail.com
http://pixtopo.blogspot.ca/
http://www.imagemagick.org/
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OpenCV 2.4 - コンピュータビジョン向けライブラリー（オープン・ソース）[OpenCV Library]

Qt 5.7 - ユーザー・インタフェース開発⽤フレームワーク[The Qt Company]

インストール
pixRectifyのセットアップ･ファイルは、ライブラリより最新版をダウンロードして、インストールしてください。

pixRectifyファイル貯蔵庫

Vectorソフトウェア・ライブラリからも、最新版のmsiファイルを⼊⼿できます︓

pixRectify(Vector)

開発履歴

2018年4⽉3⽇ 1.03 - ⼀般公開開始

pixRectiy

https://opencv.org/
http://www.qt.io/
https://1drv.ms/f/s!AmlC3aZuh-rWhLpvdIEh4X8SzZlD3Q
http://www.vector.co.jp/soft/winnt/art/se506952.html

